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市
政
の
課
題
を
考
え
る

市
長　

松
本　

茂
幸

災
害
に
強
い
神
埼
市
を
目
指
し
て

　

市
内
を
南
北
に
流
れ
る
城
原
川
の
流
域

は
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
神
埼
市

の
行
政
区
域
内
に
ほ
ぼ
含
ま
れ
、
神
埼
市
は

城
原
川
の
恵
み
と
洪
水
の
恐
れ
の
両
面
を
一

身
に
受
け
る
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

城
原
川
の
洪
水
は
、
昭
和
28
年
の
堤
防

決
壊
で
多
数
の
家
屋
を
流
失
す
る
な
ど
大

変
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
近
年
で
は
、
平

成
21
年
、
22
年
と
連
続
し
て
堤
防
裏
の
崩

落
、
床
下
浸
水
、
園
芸
作
物
の
冠
水
な
ど

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

城
原
川
は
昭
和
28
年
以
来
、
堤
防
の

漏
水
対
策
、
護
岸
補
強
、
河
道
掘
削
、

泥
土
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

な
ど
河
川
改
修
が
図
ら
れ
、

今
日
の
姿
と
な
り
、
多
く
の
方
々
に
親

し
み
と
憩
い
の
水
辺
空
間
を
提
供
し
て

い
ま
す
。　

　

平
成
20
年
ま
で
は
、
さ
ほ
ど
大
き
な

雨
も
な
く
、「
昭
和
28
年
の
よ
う
な
大

雨
は
降
ら
な
い
の
で
は
」と
い
う
声
や
、

一
部
に
は
「
も
う
な
い
だ
ろ
う
」
と
ま

で
言
い
切
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
河
川
改
修
で
川
幅
も
2
～
3
倍
に

拡
幅
さ
れ
た
の
で
大
丈
夫
だ
」
と
い
う

ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
城
原
川
の
治

水
対
策
と
し
て
の
河
川
改
修
計
画
に

つ
い
て
、
国
は
平
成
18
年
7
月
20
日

に
「
筑
後
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」

の
決
定
を
発
表
し
ま
し
た
。
安
全
安

心
へ
の
方
向
性
が
定
め
ら
れ
、
早
々

の
整
備
工
事
着
手
を
願
い
安
堵
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
計
画
の
中
で
、
城

原
川
に
関
す
る
内
容
の
概
要
は
次
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
河
道
の
流
下
能
力
〕

　

城
原
川
の
全
区
間
に
わ
た
っ
て
、

河
道
断
面
が
不
足
し
て
お
り
、
洪
水

を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
河
道
掘
削
及
び
堤
防
の

拡
幅
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
施

設
管
理
者
と
調
整
し
、
流
下
阻
害
と

な
っ
て
い
る
お
茶
屋
堰
の
改
築
及
び

夫
婦
井
樋
橋
の
架
け
替
え
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。
河
道
掘
削
に
あ
た
っ
て

は
、
魚
類
の
生
息
環
境
に
配
慮
、
堰

の
改
築
に
あ
た
っ
て
は
、
魚
道
の
設

置
な
ど
を
行
い
、
河
川
の
上
下
流
の

連
続
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

上
流
区
間
の
堤
防
嵩か

さ

上
げ
に
あ
た
っ

て
は
、
下
流
区
間
の
河
道
掘
削
等
に

よ
り
、
流
下
能
力
を
確
保
し
た
上
で

実
施
し
ま
す
。

〔
洪
水
流
量
の
低
減
〕

　

城
原
川
ダ
ム
は
、
城
原
川
の
日
出

来
橋
に
お
い
て
、
河
川
整
備
基
本
方

針
に
対
応
し
た
流
量
6
9
0
㎥
/

　

し
か
し
、
2
年
連
続
の
大
雨
に
城
原
川
は

氾
濫
（
野
越
し
越
水
）
し
、
濁
流
の
様
子
は
恐

ろ
し
い
状
況
で
し
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

目
の
あ
た
り
に
す
る
城
原
川
沿
い
の
市
民
の

方
々
は
、
一
日
も
早
い
整
備
、
改
修
の
完
了
を

願
い
、
安
全
と
安
心
を
希
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
デ
ー
タ
は
下
表
の
と
お
り
で
し
た
。

○
城
原
川
の
安
全
対
策
と
現
況

○
筑
後
川
水
系
河
川
整
備
計
画

期 日 雨量測定所 最大雨量 雨量累計 水位（日出来） 野越越水数 発令内容

21・7・26 脊振町伊福 65㎜ / 時間 611㎜ 4.92 ｍ 5 ヶ所 避難指示

22・7・14 同上 68㎜ / 時間 531㎜ 4.66m 3 ヶ所 避難勧告

▲野越しを越流（神埼町菅生橋南側）

▲冠水した道路（千代田町下板地区）
▲堤防天端付近まで水嵩が増した城原川
　（千代田町下直鳥橋北側）

城 原 川 ダ ム 諸要素

集 水 面 積 42.5㎢

洪水調節容量 約 300 ～ 400 万㎥

＊城原川ダムの容量等については、今
　後の調査検討により変わる可能性が
　あります。
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▲改修が進む城原川の堤防

▲城原川はんぎーまつり ▲菜の花ウォーク

○
ダ
ム
整
備
の
検
証
開
始

○
市
が
求
め
る
城
原
川
の
安
全
性

○
防
災
情
報
の
伝
達

○
ダ
ム
建
設
で
新
た
な
提
案

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
城
原
川
が

流
す
流
量
は
、
6
9
0
㎥
/
秒
と

3
6
0
㎥
/
秒
と
の
差
の
3
3
0

㎥
/
秒
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
ダ
ム
を
造
る
と
同
時

に
こ
の
3
3
0
㎥
/
秒
の
流
量（
雨

量
）
を
い
か
に
安
全
に
有
明
海
に
流

す
か
と
い
う
こ
と
が
、
城
原
川
を
整

備
し
て
い
く
上
で
の
課
題
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
の
政
権

交
代
に
伴
い
公
共
工
事
の
見
直
し
が

進
め
ら
れ
、
城
原
川
ダ
ム
も
そ
の
対

象
と
な
り
、
今
年
度
か
ら
検
証
会
議

が
始
ま
り
ま
す
。

　

検
証
対
象
ダ
ム
事
業
等
の
点
検

は
、
総
事
業
費
、
堆
砂
計
画
、
工
期

や
過
去
の
洪
水
実
績
な
ど
計
画
の
前

提
と
な
る
デ
ー
タ
等
に
つ
い
て
詳
細

に
行
う
と
さ
れ
、
再
度
、
広
く
治
水

対
策
方
法
の
検
討
、
指
定
さ
れ
た
評

価
軸
（
安
全
度
＝
被
害
軽
減
効
果
、

コ
ス
ト
、
実
現
性
、
地
域
社
会
へ
の

影
響
、
環
境
へ
の
影
響
、
流
水
の
正

常
な
機
能
の
維
持
へ
の
影
響
な
ど
）

で
の
評
価
を
行
い
、
さ
ら
に
総
合
的

な
評
価
を
行
っ
て
、
最
終
的
に
国
土

交
通
大
臣
が
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て

防
災
無
線
（
屋
外
拡
声
器
、
個
別

受
信
機
）
の
整
備
を
行
い
、
屋
外
に

い
る
市
民
へ
の
緊
急
災
害
情
報
を
伝

達
し
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
放
送
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
テ
レ
ビ
の
難
視

聴
地
域
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
I
C
Ｔ
関
連
の
利

用
格
差
是
正
を
図
る
た

め
に
、
平
成
22
年
度
事

業
と
し
て
市
内
全
域
に

C
A
T
V
（
ぶ
ん
ぶ
ん

テ
レ
ビ
）
の
敷
設
を
行

い
ま
し
た
。
家
の
中
に

い
て
防
災
情
報
が
聞
き

取
れ
な
い
方
へ
は
、
こ

の
C
A
T
V
（
ぶ
ん

ぶ
ん
テ
レ
ビ
）
を
通
し

て
緊
急
割
込
み
放
送
や

テ
ロ
ッ
プ
に
よ
っ
て
災

害
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
２
つ

の
整
備
事
業
に
は
、
多

　

東
日
本
大
震
災
の
惨
状
か
ら
し
て

災
害
の
完
全
防
止
は
、
あ
り
え
ま
せ

ん
。（
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
が
）
想
定
外
の
規
模
の
災
害
が
襲

来
す
れ
ば
、
そ
の
備
え
は
微
塵
に
も

砕
か
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
私
た

ち
（
国
・
県
・
市
そ
し
て
住
民
）
が

出
来
る
限
り
の
備
え
を
行
う
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
努
力
を
怠
れ
ば
、

自
ら
の
命
は
守
れ
な
い
か
ら
で
す
。

6
9
0
㎥
/
秒
ま
で
の
降
雨
か
ら

神
埼
市
民
を
平
常
の
姿
で
安
全
に
守

る
と
さ
れ
た
「
筑
後
川
水
系
河
川
整

備
計
画
」
の
安
全
度
を
下
回
る
こ
と

の
な
い
治
水
対
策
整
備
を
、
強
く
、

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
原
子

力
発
電
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
安
全

神
話
が
崩
れ
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え

る
こ
と
と
な
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
も
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

脊
振
町
に
は
、
水
力
発
電
草
創
期

の
「
広
滝
第
一
発
電
所
」
が
、
神
埼

町
に
は
「
広
滝
第
二
発
電
所
」
が
あ

り
ま
す
。
城
原
川
の
治
水
対
策
と
し

て
の
治
水
ダ
ム
建
設
に
あ
わ
せ
て
水

力
発
電
所
の
移
転
建
設
を
考
え
た
ら

ど
う
か
と
、
九
州
電
力
や
国
・
県
に

対
し
改
め
て
提
案
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

し
っ
か
り
と
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
の
実
現
、
地
域
の
安
全

性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
た「
団
結
要
請
」

が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
と
共
に
地
域

の
安
全
安
心
を
確
立
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

夜の市長室
どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

　４月の千代田総合支所開催分に
は、６人が来庁されました。
○今後の予定

と　き と こ ろ
５月31日（火） 脊振総合支所
７月 ５日（火） 神埼市役所　

※６月は、都合により休みます。
　18：00 ～ 20：00（１組 30 分程度）
※当日は、来庁順で受け付けを行

います。
※お住まいの地区に関係なくお越

しいただけます。
◎問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室
　☎ 37 － 0088

額
の
経
費
（
18
億
８
，６
０
０
万
円
）

が
必
要
で
す
が
、
市
議
会
の
理
解
を

得
て
、
賛
成
多
数
で
議
決
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

秒
の
う
ち
3
6
0
㎥
/
秒
の
流
量

低
減
を
図
り
ま
す
。




